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３６�No. 仁尾町学校給食センター�

ご　　は　　ん……茶碗１杯�
桜　　え　　び……小さじ1�
ちりめんじゃこ……小さじ1�
い　り　ご　ま……小さじ1�
の　　　　　り……2枚�

　食育とは……さまざまな経験を通じて『食』に関
する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食
生活を実践することができる人間を育てることです。�
　給食センターでは、栄養バランスに優れた和食
を中心に、家庭では摂取しにくい豆類や野菜類、魚
類を積極的に取り入れて、バランスの取れた給食
作りを心がけています。�
　家庭でも『早ね、早起き、朝ごはん』の生活リズム
をしっかり整えて、朝ごはんをしっかり食べましょう。
しっかり食べている子は、ストレスがたまりにくいと
いう調査結果も出ています。子どもたちが生涯に
わたって健康で充実した生活が送れるように、食育
についてできることから始めてみませんか？�

『毎年6月は食育月間です！』�

▲
� 申し込み・問い合わせ　商工観光課　☎ 62-1129

▲
� 申し込み・問い合わせ　港湾水産課　☎ 83-8806

ＪＲ琴平駅⇒神椿⇒牛屋口⇒ひょんの宮⇒�
竹炭工房⇒麻公民館（昼食）⇒産直あさの市�
⇒三豊国際交流館⇒ＪＲ高瀬駅�

ＪＲ土讃線琴平駅�

500円（保険料込み）� 6月18日（木）�

約14.5ｋｍ（約7時間）�

観音寺中央高校食物実習室�

無料�

エプロン・�
ハンドタオル�

親子10組�
（小学生対象）�

6月16日（火）�
　午前9時～�

讃岐鉄道 丸亀～琴平間開業120周年記念�
琴平駅発三豊大麻山の裾野＆麻盆地ウォーク�

旬のさかなの�
　　　さばき方教室�

　こんぴらさんの参道口から伊予街道の出発点「牛屋口」
を過ぎると、そこはもう三豊市。大麻山の西側に広がる
麻地区のお菓子屋さんや産直市などを巡るコースです。�

今年も海洋性スポーツのシーズンがやってきました。�
水泳は、子どもから高齢者まで年齢を問わず楽しめるスポーツです。�
プールで泳いで、歩いて、あなたも体力作りを始めてみましょう。�

高瀬B&G海洋センターでは�
カヌー・ヨット等のマリン�
スポーツ体験もできます。�
（要予約）�

期　　間�

開館時間　　 午前9時～午後9時�
�

使 用 料 �

6月2日（火）～9月30日（水）�
　　　　　月曜日休館（祝日の場合は翌日）�

小・中学生�

高・大学生�
一般�

幼児、見学者は無料�

1回200円　�
※回数券2,000円（11回分）�

1回300円　�
※回数券3,000円（11回分）�

開館時間　　午前10時～午後5時�

使 用 料 �

(1艇2時間)
ローボート�

ペアカヌー�

カヌー(１人乗り)・OPヨット�

500円�

300円�

100円�

・水泳帽子は忘れずに持参してください。�
・幼児には必ず保護者が付き添ってください。�

　問い合わせ　高瀬Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎ 73-4700�
　　　　　　　財田Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎ 67-3721

　松本清張の代表作『砂の器』は、ハンセン病への
誤解から事件が起きるストーリーです。ハンセン病
はライ菌による感染症で、運動神経が冒されると顔
や手足などに後遺症が残り、視力を失う場合もあり
ます。現在は薬で治ります。高松市にある国立療養
所大島青松園には121人が入所していますが全員回
復者です。隔離法（らい予防法）は廃止されました
が、今も「怖い」などの偏見から社会復帰ができず
療養所で暮らしています。入所者は全国13の国立療
養所に約2,700人、平均年齢が80歳なので高齢化へ
の対応が緊急の課題となっています。�
　昨年「ハンセン病問題の解決の促進に関する法
律」が成立しました。国の責任で起きた入所者の老
後問題を解決するため、療養所を一般開放して入所

者も地域住民と一緒に生活することを目指すもので
す。そのために今後は国だけでなく、自治体や地域
住民にもハンセン病問題への正しい理解が必要にな
ります。　　　　　　　�
　　　　　　　　　　【写真・文：香川人権研究所】�
�
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▲ハンセン病治療薬（錠剤）�

松本清張とハンセン病�

ワンポイント�
桜えびとちりめんじゃこは�
フライパンでいるか、レンジ�
で30秒くらい加熱するとカ�
リッとしておいしいですよ。�

期　間　6月7日～12月6日（毎週日曜日）�
時　間　午後2時～4時�
場　所　高瀬町公民館�
参加料　無料�

申し込み・問い合わせ　（財）三豊市国際交流協会　☎ 56 -5121　（マリンウェーブ内・火曜休館）�

日本語講座�

協力してくれている日本語ボランティアの皆さんは「困
っている外国の方が日本語を学んで、少しでも快適にす
ごせるようにしたい」と願いながら協力してくれています。
随時、生徒を募集していますので、近くに言葉や文化の
違いで困っている外国の人がいたら、ぜひ声をかけてくだ
さい！�

　三豊市国際交流協会では、中国人の研修生・実習生の
ための『日本語講座』を実施しています。現在、三豊市
には約680人の外国人が在住していますが（平成21年4
月末現在）、その大半が企業に働きに来ている中国人研修
生や実習生です。�
　2008年統計では、三豊市の中国人の人口は県内8つの
市のうち、高松市、丸亀市についで3番目に多くなって
います。そのような中国人研修生・実習生の中には日本
語能力が十分でないため、周囲とのコミュニケーション
がうまく取れず、生活のさまざまな場面で困難や悩みを
抱えている人もいます。�
　そういった中国人研修生・実習生を対象に、中国出身
の国際交流員が地域の日本語ボランティアの皆さんと協
力しながら『日本語講座』を開催しています。講座では
日常生活に必要な日本語をはじめ、日本人の習慣・考え
方なども同時に学んでいきます。この講座は、中国人以
外にもさまざまな国の人が一緒に日本語を勉強しています。

▲
�


